
令和７年11月１日

№５５

えりも中学校、全校生徒で集合写真
「ОＶＥＲ ＴＨＥ ＴОＰ ～勝利を掴む青春の今～」のスロー

ガンのもと「えりも中学校躍動祭」が、９月26日に開催され

ました。各学年、垂れ幕・貼り絵・行灯を作成。灯台公園ま

での行灯行列は、多くの町民で賑わいました。

Ｐ２～３ 令和６年度 一般会計決算

Ｐ４ 決算特別委員会質疑

令和６年度 決算審査報告

Ｐ５～９ 令和７年度 第５回定例会

一般質問 ６名９件

Ｐ10 全員協議会

Ｐ11 政策要望書をまちへ提出

Ｐ12 この人に聞く

えりも町職員 保健師

北村 穂乃佳（きたむら ほのか）さん
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令和６年度 55億7990万円 前年度比 9927万円の増

歳出のあらまし
一般会計の歳出は、前年

度と比較し9927万円の増と

なっている。

増加の主な要因は、人件

費で7566万円、物件費で65

68万円、補助費で1億6170

万円増加しているが、これ

らの主なものはふるさと納

税返礼品等に係るものであ

る。また、普通建設事業費

で１億816万円が減少して

いるが、えりも小学校給食

施設増築、えりも岬水産物

荷捌施設事業や新型コロナ

関連等の事業完了によるも

のが主である。

投資的経費 13％
７億2244万円

９
月
18
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ

た
第
５
回
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
決
算
、
お
よ
び
４
特
別
会
計
、
２
企
業

会
計
７
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
認

定
し
ま
し
た
。

その他の経費 13％
７億2244万円

消費的経費 65％
36億3268万円

歳
出

年 度 寄付金額 経 費 差 引

令和６年度 ６億1374万円 ３億 89万円 ３億1285万円

令和５年度 ４億2166万円 ２億 969万円 ２億1197万円

令和４年度 ４億3741万円 ２億4485万円 １億9256万円

〇ふるさと納税寄付金の推移(過去３年)

〇積立金の状況と地方債発行残高の状況(過去３年)

年 度 積 立 金 地方債発行残高費

令和６年度 34億9499万円 50億8850万円

令和５年度 34億1744万円 51億6675万円

令和４年度 34億4537万円 52億6414万円

令和６年度 ふるさと納税寄付金
前年度比 １億9208万円の増
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● 決 算 総 括 表
会 計 区 分 歳 入 歳 出 差引残高

一 般 会 計 56億8442万円 55億7990万円 １億 452万円

国民健康保険特別会計 8億7658万円 8億7416万円 242万円

診 療 所 特 別 会 計 4億7133万円 4億6955万円 178万円

介 護 保 険 特 別 会 計 5億 494万円 4億9747万円 747万円

後期高齢者医療特別会計 7698万円 7593万円 105万円

小 計 19億2983万円 19億1711万円 1272万円

総 計 76億1425万円 74億9701万円 1億1724万円

公 営 企 業 会 計 歳 入 歳 出 差引残高

簡 易 水 道 事 業 1億4206万円 1億4205万円 1万円

下 水 道 事 業 1億6277万円 1億6120万円 157万円

合 計 3億 483万円 3億 325万円 158万円

〇 公 営 企 業 会 計

歳入のあらまし
一般会計の歳入は、前年

度と比較し１億538万円の

増となっている。

主な収入増としては、地

方特例交付税1711万円、地

方交付税6497万円、寄付金

２億1042万円（内ふるさと

納税１億9357万円）である。

減少しているのは、国庫

支出金で3518万円、道支出

金１億4095万円、町債749

万円である。

この減少の要因は、えり

も岬水産物荷捌施設事業終

了による道支出金等の減に

よるものである。

依存財源 69％
39億2185万円

自主財源 31％
17億6257万円

令和６年度 56億8442万円 前年度比１億538万円の増歳
入

決算特別委員会の委員長は

大坂庄吉議員

が務めました
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令和６年度

決算特別委員会 質疑
質
疑
（
橋
本
）

ク
マ
駆
除
の
報
奨
金
は

適
切
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

ク
マ
の
報
奨
金
は
３
万

円
だ
が
、
他
町
の
動
向
を

見
て
改
定
を
検
討
し
た
い
。

質
疑
（
橋
本
）

ご
み
の
運
搬
を
近
隣
町

へ
行
っ
て
い
る
が
、
運
搬

実
績
と
ご
み
減
量
化
に
対

す
る
方
策
は
。

答
弁
（
町
民
生
活
課
長
）

燃
や
せ
る
ご
み
の
近
隣

町
へ
の
運
搬
割
合
は
、
様

似
町
４
割
、
広
尾
町
６
割

と
な
っ
て
い
る
。

４
～
８
月
の
重
量
削
減

率
は
10
～
15
％
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
で

の
周
知
の
効
果
の
表
れ
と

思
う
。

質
疑
（
竹
内
）

襟
裳
岬
展
望
台
に
あ
る

「
襟
裳
岬
」
の
歌
碑
の
文

字
が
薄
く
な
っ
て
い
る
が

対
応
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

来
年
度
予
算
で
実
施
し

た
い
。

質
疑
（
大
場
）

灯
台
公
園
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
提
案
し
て
い

た
が
ど
う
な
っ
た
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

今
年
度
の
設
置
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
来
年
度
に

向
け
前
向
き
に
検
討
す
る
。

質
疑
（
髙
松
）

外
来
患
者
数
は
１
年
間

で
２
３
６
名
増
加
し
て
い

る
の
に
対
し
、
収
入
額
が

１
４
０
０
万
円
ほ
ど
減
少

し
て
い
る
が
、
そ
の
原
因

と
対
策
は
。

答
弁
（
診
療
所
事
務
長
）

昨
年
６
月
の
診
療
報
酬

改
定
に
よ
る
減
額
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
助

成
金
終
了
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
。

来
年
の
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
、
医
療
界
は
診
療

報
酬
の
増
額
を
国
に
要
望

し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除

防
犯
カ
メ
ラ

ご
み
処
理
の
対
応

歌
碑
の
整
備

〇財政の推移及び収支の状況
令和６年度の決算額は、前年に比べて歳入1.9％、歳出1.8％がそれぞれ増加している。

要因として、歳入は、ふるさと納税寄付金額等の増、歳出は、目黒地区緊急避難施設整備などのほか、

えりも港のイワシ大量漂着に係る処理費用等の臨時的な支出の影響もある。

〇収入未済額について
令和６年度末の収入未済額は9186万円であり、前年度と比較すると738万円、7.4％の減となった。

また、各特別会計を含めた収入未済額は２億423万円であり、2726万円、11.8％の減となっている。

※収入未済額とは、予定される収入金額のうち、期限までに納入されなかった金額

〇総 括
当町の人口は4000人を切り、さらに高齢化も進んでいく中で、町税を始めとした町の収入の減少と、

医療・介護・福祉の費用が上昇していくことが予想される。様々な町民要望や行政課題が増大する中で

あるが、限られた財源を効率的、効果的に活用し、それらの課題に向けて、適切な行財政運営に努めて

いただきたい。

監査委員、決算審査結果を報告
えりも町監査委員 小関 孝雄

えりも町監査委員 上野 陽司

《決算審査意見書の中から一部抜粋し掲載》

診
療
所
外
来
収
入

「
え
り
も
の
春
は
何
も
な

い
春
」
と
森
進
一
が
唄
っ

た
「
襟
裳
岬
」
の
歌
碑
。

文
字
が
薄
れ
て
い
る

《質疑内容を抜粋し掲載》



【
中
野
】

近
年
の
温
暖

化
に
よ
り
斎
場
内
は
室
温

が
高
く
な
り
や
す
い
。

斎
場
を
利
用
さ
れ
る
多

く
の
方
か
ら
エ
ア
コ
ン
設

置
を
望
む
声
が
あ
る
。

斎
場
内
の
暑
さ
対
策
と

し
て
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
こ
と
が

最
適
で
は
な
い
か
。

町
の
見
解
を
伺

う
。

答
弁

気
象
庁
の

観
測
地
点
と
な
っ

て
い
る
襟
裳
岬
の

デ
ー
タ
で
は
２
０

２
２
年
以
降
、
年

間
平
均
気
温
は
上

昇
し
続
け
て
お
り
、

今
年
８
月
の
平
均

気
温
は
統
計
開
始

以
降
最
高
を
記
録

し
て
い
る
。

新
浜
地
区
え
り

も
斎
場
の
奥
ま
っ

た
立
地
を
考
慮
す

る
と
付
近
は
更
に

高
温
に
な
っ
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
。

え
り
も
斎
場
は
建
設
当

初
か
ら
空
調
設
備
は
設
置

し
て
い
な
い
。
室
内
の
暑

さ
対
策
と
し
て
は
、
現
在

和
室
２
部
屋
と
ロ
ビ
ー
に

各
１
台
ず
つ
、
合
計
３
台

の
扇
風
機
を
置
い
て
い
る
。

近
年
の
気
温
状
況
の
変

化
を
鑑
み
る
と
、
扇
風
機

で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

来
年
度
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
向
け
前
向
き
に
検
討
す

る
。
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◎
令
和
７
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
保
健
衛
生
費

１
０
０
万
円

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
者
が
見
込

み
よ
り
も
多
い
た
め
予
算
を
追
加

１
６
３
万
８
千
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
料
で
65
歳
以
上
の
方
に

７
８
０
０
円
ま
で
を
助
成
（
65
歳

以
上
で
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は

全
額
助
成
）

・
学
校
給
食
費
補
助
金

４
４
４
万
８
千
円

国
が
推
奨
す
る
小
中
学
生
の
保
護

者
負
担
軽
減
の
た
め
「
え
り
も
小

中
合
同
」
及
び
「
笛
舞
小
学
校
」

給
食
運
営
委
員
会
へ
の
補
助
金

・
え
り
も
町
教
育
長
の
選
任

本
町

川
上

松
美
（
74
）

再
任

９
月
18
・
19
日

第
５
回
定
例
会

補
正
予
算

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期
待を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたっ
て執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員
自らの政策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

人

事

斎場にエアコンの設置を

来年度の設置を検討する
中野公浩議員
な か のきみひろ

夏
期
間
は
室
温
が
上
昇
す
る
た
め
改
善

が
求
め
ら
れ
る
「
え
り
も
斎
場
」



【
嵯
峨
】

７
月
30
日
、

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
付
近

の
地
震
が
起
因
と
な
る
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
最

終
避
難
所
の
え
り
も
高
校

へ
向
か
っ
た
。

避
難
す
る
車
を
高
校
職

員
が
誘
導
し
て
い
た
が
、

役
場
職
員
が
誰
も
い
な
い

状
態
で
あ
り
、
避
難
道
路

と
し
て
開
通
し
た
高
校
通

り
線
の
状
況
を
確
認
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
思
う
。

警
報
発
生
時
の
指
揮
系

統
は
。

答
弁

津
波
注
意
報
が
発

表
さ
れ
る
と
同
時
に
企
画

課
、
建
設
水
道
課
、
産
業

振
興
課
の
職
員
に
よ
る
第

１
非
常
配
備
体
制
を
と
り
、

津
波
情
報
等
の
収
集
に
当

た
っ
た
。

そ
の
後
、
警
報
の
発
表

と
と
も
に
、
町
の
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
本
部
会

議
を
開
催
、
町
内
全
域
に

避
難
指
示
及
び
各
地
区
で

の
避
難
所
の
開
設
を
決
定

し
た
。

【
嵯
峨
】
初
動
に
お
い
て

の
課
題
は
。

答
弁

①
本
町
地
区
で
は

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
み
を
避

難
所
と
し
て
公
表
し
た
が
、

え
り
も
高
校
も
選
定
す
べ

き
で
あ
っ
た
。

②
道
路
の
渋
滞
や
駐
車
場

の
混
雑
へ
の
対
策
。

③
避
難
所
等
の
暑
さ
対
策
。

④
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
等
と
の
連
携
強
化
や
避

難
所
開
設
訓
練
の
実
施
。

⑤
備
蓄
品
の
管
理
方
法
と

配
置
の
再
検
討
。

⑥
避
難
所
以
外
の
避
難
者

の
状
況
把
握
。

⑦
災
害
対
策
本
部
を
え
り

も
高
校
に
移
動
し
た
場
合

の
「
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
」
入
力

環
境
の
整
備
及
び
訓
練
。

⑧
災
害
時
に
お
け
る
各
職

員
の
初
動
業
務
の
再
確
認
。

⑨
国
道
、
道
道
の
通
行
止

め
の
周
知
。

⑩
正
し
い
避
難
行
動
の
た

め
に
広
報
紙
等
に
よ
る
津

波
避
難
な
ど
に
関
す
る
啓

発
活
動
の
実
施
。

こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ

り
、
対
応
を
速
や
か
に
検

討
す
る
。

【
上
野
】

７
月
30
日
、

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
付
近

の
地
震
に
よ
り
、
津
波
注

意
報
の
ち
に
警
報
が
発
令

さ
れ
、
町
民
や
観
光
客
が

避
難
所
等
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

近
浦
地
区
で
は
、
近
く

の
高
台
が
避
難
場
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、

避
難
す
る
人
や
車

を
誘
導
す
る
体
制

が
不
十
分
で
あ
り
、

ま
た
、
役
場
や
消

防
と
の
連
絡
体
制

も
整
っ
て
い
な
か
っ

た
。今

回
の
避
難
を

経
験
し
、
特
に
町

の
中
心
部
か
ら
遠

い
地
区
で
は
「
自

主
防
災
組
織
」
設

立
が
必
要
で
あ
る
と
改
め

て
感
じ
た
。

町
は
、
自
治
会
組
織
が

運
営
主
体
と
な
る
「
自
主

防
災
組
織
」
設
立
を
推
進

し
て
い
る
が
、
現
在
の
設

立
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

答
弁

災
害
時
に
職
員
の

配
置
が
難
し
い
地
区
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
方
々
に

お
い
て
、
避
難
所
開
設
や

運
営
等
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
、
避
難
所
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
を
早
期
に
行
っ

た
う
え
で
、
避
難
所
開
設

訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

自
治
会
等
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
自
主
防
災
組
織
」
は

現
時
点
で
、
あ
け
ぼ
の
自

治
会
（
97
世
帯
）
、
歌
別

第
１
自
治
会
（
30
世
帯
）
、

歌
別
第
２
自
治
会
（
20
世

帯
）
の
３
団
体
（
計
１
４

７
世
帯
）
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

町
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
、
自
治

会
を
単
位
と
す
る
「
自
主

防
災
組
織
」
の
結
成
に
向

け
て
、
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
10
月

開
催
の
自
治
会
長
会
議
に

お
い
て
も
改
め
て
結
成
の

お
願
い
を
す
る
予
定
で
あ

る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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嵯峨直樹議員
さ が な お き

津波避難の対応は

初動の課題を
速やかに検討する

保
育
所
バ
ス
の
ほ
か
多
く

の
車
・
人
が
避
難
し
た
え

り
も
高
校
駐
車
場

「自主防災組織」

設立の推進を

各自治会長に
結成をお願いする

上野陽司議員
う え のよ う じ

避難所として設置されているプレハブ。左側
の道は高台へと続く



【
大
場
】

冷
涼
と
言
わ

れ
て
い
た
え
り
も
の
夏
も

年
々
暑
さ
を
増
し
、
今
年

は
体
育
館
内
の
室
温
が
30

度
を
超
え
、
湿
度
も
70
％

以
上
あ
る
日
が
度
々
続
い

た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

現
在
、
町
民
体
育
館
と

歌
別
第
２
体
育
館
に
、
工

業
用
の
扇
風
機
が
そ
れ
ぞ

れ
１
台
ず
つ
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
体
育
館
利
用
者

の
暑
さ
対
策
に
は
、
１
台

の
扇
風
機
と
窓
の
開
放
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

大
型
扇
風
機
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

夏
場
の
災
害
時
の
避
難

所
で
の
活
用
な
ど
、
様
々

な
用
途
で
の
利
用
も
考
え

ら
れ
る
。

利
用
者
の
安
全
確
保
を

最
優
先
と
す
る
観
点
か
ら
、

来
年
の
夏
に
む
け
複
数
台

の
大
型
扇
風
機
の
導
入
を

要
望
す
る
。

答
弁

町
民
体
育
館
の
暑

さ
へ
の
対
応
や
熱

中
症
対
策
と
し
て

は
、
利
用
者
か
ら

の
要
望
も
踏
ま
え
、

競
技
種
目
に
支
障

の
な
い
サ
イ
ズ
の

工
業
用
大
型
扇
風

機
を
町
民
体
育
館

と
歌
別
第
２
体
育

館
に
そ
れ
ぞ
れ
１

台
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
側

の
す
べ
て
の
窓
に
網
戸
を

付
け
、
風
の
通
り
を
更
に

良
く
す
る
た
め
、
今
年
度

は
え
り
も
小
学
校
側
の
窓

２
か
所
に
網
戸
を
設
置
し

た
。し

か
し
、
町
民
体
育
館

の
窓
は
全
体
的
に
腐
食
が

進
ん
で
お
り
、
開
閉
が
困

難
な
た
め
修
理
を
要
す
る

状
況
だ
と
わ
か
っ
た
。

利
用
者
の
安
全
確
保
と
、

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害

発
生
時
の
指
定
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る

施
設
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
型
扇
風
機
の
導
入
を
含

め
、
体
育
館
内
の
環
境
改

善
に
向
け
検
討
を
進
め
た

い
。

【
大
場
】

２
０
２
２
年

以
降
、
原
材
料
の
高
騰
、

円
安
、
光
熱
費
の
上
昇
、

人
手
不
足
に
よ
る
物
流
費
・

人
件
費
の
高
騰
な
ど
を
背

景
に
食
料
品
価
格
は
継
続

的
に
上
昇
し
て
い
る
。

９
月
以
降
も
、
調
味
料
、

加
工
食
品
、
菓
子
類
を
中

心
に
１
４
２
２
品
目
の
値

上
げ
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
２

０
２
５
年
全
体

で
の
値
上
げ
品

目
数
は
２
万
品

目
を
超
え
る
見

込
み
で
、
長
期

化
す
る
物
価
高

騰
は
、
今
後
も

町
民
の
生
活
や

事
業
経
営
に
深

刻
な
影
響
を
与

え
る
と
予
想
さ

れ
る
。

町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
物

価
高
対
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
。

答
弁

長
引
く
物
価
高
騰

に
よ
り
厳
し
い
経
済
状
況

が
続
く
な
か
、
国
は
様
々

な
支
援
及
び
対
策
を
講
じ
、

町
も
こ
れ
ま
で
国
の
交
付

金
等
を
活
用
し
な
が
ら
給

付
事
業
や
独
自
の
支
援
策

を
講
じ
て
き
た
。

現
在
も
物
価
高
騰
に
よ

り
家
計
へ
の
影
響
が
生
じ

て
い
る
の
は
認
識
し
て
い

る
が
、
現
時
点
で
は
国
の

新
た
な
給
付
事
業
等
の
確

定
情
報
は
な
く
、
町
独
自

に
物
価
高
対
策
を
実
施
す

る
に
は
財
源
の
問
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
や
近
隣

町
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

財
政
状
況
も
見
極
め
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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国の動向に合わせて
慎重に検討する

大場文裕議員
お お ばふみひろ

町民体育館へ
大型扇風機の導入を

体育館内の環境改善のため

導入を検討する

町としての今後の物価高対策は

え
り
も
高
校
に
２
台
導
入
さ
れ
て
い

る
大
型
扇
風
機
（
左
側
）

値
上
が
り
を
繰
り
返
す
食
料
品
。
長

く
続
く
物
価
高
騰
に
よ
り
家
計
へ
の

負
担
が
日
々
増
し
て
い
る
。



【
大
坂
】

百
人
浜
エ
リ

ア
は
国
立
公
園
の
一
角
で

あ
り
、
観
光
資
源
と
し
て

期
待
さ
れ
る
が
知
名
度
が

低
い
と
感
じ
て
い
る
。

今
年
度
、
百
人
浜
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
棟

が
改
修
さ
れ
、
多
く
の
利

用
者
が
見
込
ま
れ
る
。

百
人
浜
エ
リ
ア
に
看
板

や
案
内
板
が
あ
る
が
、
緑

化
事
業
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
「
え
り
も
砂
漠

緑
化
園
」
「
百
人
浜
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
」
と
い
っ
た
、

新
た
な
呼
び
名
を
公
募
を

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

百
人
浜
は
、
平
成

２
年
に
百
人
浜
周
辺
の
施

設
整
備
な
ど
を
目
的
に

「
百
人
浜
リ
ゾ
ー
ト
パ
ー

ク
構
想
」
が
完
成
し
、
各

種
の
施
設
整
備
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
体
験
観
光
ツ

ア
ー
の
受
け
入
れ
な
ど
を

予
定
し
て
い
た
が
、

バ
ブ
ル
の
崩
壊
に

よ
り
計
画
は
中
止

と
な
っ
た
。

同
年
に
開
業
し

た
百
人
浜
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
は
、

昨
年
度
か
ら
運
営

を
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
に
委
託
し
、

徐
々
に
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
最
終
的
に

は
通
年
営
業
し
黒
字
化
を

目
指
し
て
い
る
。

緑
化
事
業
の
地
域
を
含

め
た
百
人
浜
エ
リ
ア
の
名

称
の
公
募
は
、
話
題
性
や

Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
で
き
る

ほ
か
、
最
終
的
に
は
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が

る
と
思
わ
れ
る
の
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
大
坂
】

公
募
を
実
施

の
場
合
、
名
称
の
採
用
者

に
記
念
品
の
贈
呈
を
。

公
募
を
実
施
す
る
場
合

は
記
念
品
の
贈
呈
を
検
討

す
る
。

【
大
坂
】

今
年
度
、
中

学
校
の
野
球
部
と
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
が
全
国
大
会
へ
出

場
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
を
問

わ
ず
、
全
国
大
会
へ
出
場

す
る
場
合
、
小
・
中
学
生

の
大
会
遠
征
費
の
助
成
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答
弁

学
校
の
教
育

活
動
で
あ
る
部
活
動

に
対
す
る
全
道
・
全

国
大
会
に
係
る
助
成

は
「
え
り
も
町
立
中

学
校
部
活
動
推
進
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
」

に
基
づ
き
、
生
徒
と

引
率
教
員
の
宿
泊
費

や
交
通
費
等
、
大
会

に
係
る
必
要
経
費
を

全
額
助
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
の
教

育
活
動
以
外
や
個
人

的
に
参
加
し
た
、
全

道
・
全
国
大
会
へ
出

場
す
る
選
手
に
対
し

て
は
「
え
り
も
町
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

大
会
派
遣
補
助
金
」

が
あ
る
。

愛
知
県
で
行
わ
れ
た
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
国

大
会
で
は
、
交
付
要
綱
に

定
め
た
補
助
基
準
に
よ
り
、

出
場
し
た
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
に
対
し
て
、
交
通

費
と
宿
泊
費
を
助
成
し
た
。

補
助
の
割
合
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
道
外
に
出
場

の
場
合
は
全
額
、
個
人
が

出
場
の
場
合
は
５
万
円
を

上
限
に
助
成
し
て
い
る
。

今
般
の
物
価
高
に
よ
り

宿
泊
費
を
は
じ
め
様
々
な

物
の
値
段
が
上
昇
し
て
い

る
が
、
交
付
要
綱
を
適
宜

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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大坂庄吉議員
おおさかしょうきち

百人浜エリアの観光振興は

緑化事業の地域も含めた
ＰＲを検討する

小・中学生の
大会遠征費の助成は

町の要綱等に基づき
助成している

全
国
大
会
で
み
ご
と
１
勝
あ
げ

た
「
え
り
も
中
学
校
野
球
部
」

（
様
似
・
浦
河
と
合
同
チ
ー
ム
）

百
人
浜
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
遊

歩
道
等
の
整
備
も
必
要
で
あ
る



【
高
松
】

町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

昆
布
お
か
ま
わ
り
の
求
人

も
、
契
約
に
至
ら
な
い
状

況
が
続
く
。

一
日
あ
る
い
は
数
時
間

で
も
効
率
よ
く
「
働
き
た

い
人
」
と
数
時
間
だ
け
で

も
「
働
い
て
ほ
し
い
人
」

を
結
び
つ
け
る
ス
キ
マ
バ

イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

の
「
え
り
も
版
」
を
開
発

で
き
な
い
か
。

答
弁

ア
プ
リ
が
あ
れ
ば
、

昆
布
漁
に
特
化
し
た
情
報

を
発
信
で
き
る
ほ
か
、
漁

の
様
子
を
画
像
や
動
画
で

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
将

来
的
に
移
住
促
進
や
関
係

人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
課
題
と
し
て
、

開
発
に
は
数
百
万
円
の
費

用
が
か
か
り
、
費
用
対
効

果
の
検
討
、
労
働
条
件
や

報
酬
等
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

昆
布
漁
は
７
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
集
中
的
に
人

手
が
必
要
で
、
地
域
の
労

働
力
を
ど
う
運
用
す
る
か

が
課
題
で
あ
り
、
マ
ッ
チ

ン
グ
ア
プ
リ
の
開
発
・
運

営
に
つ
い
て
、
漁
協
な
ど

と
十
分
協
議
・
検
討
す
る
。

【
高
松
】

農
業
や
商
工

業
な
ど
に
も
広
げ
た
り
、

草
刈
り
や
除
雪
な
ど
個
人

の
依
頼
に
も
対
応
で
き
る
。

昆
布
を
経
験
し
て
み
た

い
と
い
う
キ
ャ
ン
プ
場
利

用
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

短
時
間
で
決
し
て
低
く
な

い
報
酬
を
得
る
機
会
を
提

供
で
き
る
と
思
う
が
。

答
弁

他
の
産
業
で
も
活

用
で
き
れ
ば
、
人
手
不
足

の
解
消
に
非
常
に
有
効
で

あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
風

の
館
な
ど
の
観
光
施
設
で

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
町
外

か
ら
の
労
働
力
確
保
も
期

待
で
き
る
と
考
え
る
。

【
高
松
】

近
年
の
異
常

と
も
い
え
る
急
激
な
気
温

上
昇
に
よ
り
、
熱
中
症
で

緊
急
搬
送
さ
れ
る
人
が
全

国
で
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

当
町
も
例
外
で
は
な
く
、

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
住

宅
が
増
え
、
家
庭
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
家
電
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
価
格
は
最
低

で
も
10
万
円
ほ
ど
で
大
き

な
出
費
と
な
り
、

設
置
し
た
く
て
も

で
き
な
い
家
庭
も

あ
る
の
で
は
な
い

か
。ま

た
、
子
ど
も

や
高
齢
者
は
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高

い
と
い
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況

か
ら
、
生
活
保
護

世
帯
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
、
児
童
扶
養
手

当
受
給
世
帯
等
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
補
助
金
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
弁

エ
ア
コ
ン
購
入
に

対
す
る
補
助
は
、
真
夏
日

や
猛
暑
日
と
な
る
日
が
増

え
て
い
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
や

十
勝
管
内
な
ど
道
内
８
自

治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
見
て
冷
涼
と

い
え
る
当
町
で
は
、
現
段

階
で
は
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。

た
だ
し
、
熱
中
症
対
策

は
今
後
も
住
民
向
け
の
啓

発
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

全
体
的
な
動
向
や
町
内

の
状
況
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
情
報
の
収
集
に
努
め

て
い
き
た
い
。

【
高
松
】

公
営
住
宅
や

町
営
住
宅
に
暮
ら
す
町
民

が
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

た
い
場
合
は
可
能
か
。

答
弁

公
営
住
宅
の
壁
に

大
き
な
穴
を
あ
け
る
こ
と

は
、
建
物
の
耐
力
性
が
低

下
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

既
設
の
換
気
口
を
利
用
し
、

原
状
回
復
で
き
る
範
囲
で

設
置
を
認
め
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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昆布おかまわり不足解消に
マッチングアプリの開発を

髙松亮裕議員
たかまつすけひろ

費用対効果などを漁協と協議

エアコン設置に補助を

現時点で実施の考えはないが
引き続き情報収集に努める

昆
布
を
採
取
し
な
か
っ
た
地

区
の
お
か
ま
わ
り
が
、
採
取

し
た
地
区
の
求
人
情
報
を
ア

プ
リ
で
見
て
手
伝
う
こ
と
も

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
の
で
は

昨年建て替えた新浜団地はエアコンを設
置できる構造になっている



令和９年４月開設の「えりも町認定こども園」（以下、こども

園）については、他町の施設視察及び町立保育所、光の園幼稚園職員による協議・調整等を踏まえ、令和７

年７月29日に開催した「えりも町認定こども園移行検討本部会議」において、施設類型を【保育所型】にす

ることで決定した。保育所型とした大きな理由は「保育所に通うお子さんが多いこと」「認定こども園の園

長及び職員になる資格のハードルが低いこと」である。

えりも町の実態にあったこども園の円滑な開設に向け、

今後、保育所及び幼稚園職員をはじめとする関係者で構成する「運営・体制検討部会」「教育・保育要領検

討部会」が主体となり詳細を詰めていくほか、保護者説明会や幼児交流等を実施していく。

施設は、当面は現在の【中央保育所】を活用することとし、策定を進めている第７期えりも町総合計画と

の整合性を踏まえながら、新築移転を検討していく。

中央保育所は津波浸水域であるため、万が一の避難の備え、保育バスと運転手を常時配置できないか検討

している。

《質 疑》

問 えりも岬保育所と庶野保育所の今後は。

答 保護者や地域からは「残せるうちは残してほしい」という意見もあ

るが、保育士不足等を考慮すると統合も検討していかなければなら

ない状況にもある。

目 的 基幹産業である漁業や襟裳岬などの豊かな自然景観といった観光資源を最大限に活用し、交流

人口の拡大と地域経済の活性化を図ること。

必 要 性 人口減少と地域経済の停滞が進行する中、観光を新たな地域振興の柱として確立することが急

務となっている。効果的な計画を策定するには、専門知見を持つ外部事業者への委託が必要と

判断した。本件は今後の観光地域づくり法人（ＤМО）の設立・運営とも連携する、町の観光

策定の根幹となる事業である。

事業内容 １、観光の現状分析、基礎調査、課題整理

２、町内事業者等を対象としたワークショップの実施

３、計画策定委員会の運営支援

４、観光振興計画案の作成及び最終化

予 算 委託料 6,803,500円（税込） ※人件費、旅費交通費、宿泊費を含む

期待効果 具体的行動計画の策定⇒実効性のある計画が策定され、今後の観光関連事業の指針となる

関係性の合意形成 ⇒行政、事業者、町民が一体となった観光推進の機運を醸成する

外部資金獲得の基礎 ⇒計画は国や道の補助金等を申請する際の重要な根拠資料となる

《質 疑》

問 外部事業者に委託するとあるが決定方法は。

答 プロポーザルを実施して事業者を決定したいと考えている。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 全員協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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認定こども園について

※紙面の都合により

抜粋して掲載令和７年９月８日

えりも町観光振興計画策定について

施設類型を【保育所型】で決定

施設は現在の【中央保育所】を活用

認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
活
用
す
る
「
中
央

保
育
所
」

プロポーザルとは：発注先を選ぶため、
複数の企業から企画を提案してもらい、
その中から最も優れた提案を行った企
業を選定する方式



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 政策要望書をまちへ提出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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議会として次年度の「政策要望書」をまちへ提出

１ 養殖事業の取り組みを
地球温暖化による海水温の急激な上昇は、赤潮をはじめ様々な海洋変化を招き、当町の基幹産業

である漁業に深刻な影響を及ぼす可能性がある。地域経済の要となる漁業の将来的安定・振興のた

めにも、養殖事業の実証実験を積極的に行い、事業化に向けた取り組みを進めることを求める。

２ 学校へのエアコンの早期設置を
暑さ対策として、各校に冷風扇を導入しているものの、近年の暑さや北海道らしからぬ湿度の高

さを考えると、それだけでは対処できない状況にある。

児童生徒が快適に学習できる環境を確保するため、早急なエアコン設置を求める。

３ 学校トイレの洋式化を
当町の学校トイレは、全道と比べて洋式化が十分に進んでいないため、各校のトイレを洋式化し

ていくことが必要である。特にえりも高校は町内で唯一の福祉避難所に指定されており、高齢者や

身体が不自由な方も利用する可能性が高いことから、優先的かつ早急に整備することを求める。

４ 交通弱者対策を
ＪＲバスやハイヤーは、便数や料金などの面から気軽に利用できるとは言い難いため、町民が利

用しやすい新たな交通手段の調査・研究を。（昨年も要望しているが、同じ内容で改めて要望）

５ 漁業担い手支援補助金の見直しを
漁業担い手支援補助金の利用に当たり、漁業者から補助対象範囲の拡大を求める声が上がってい

るため、利用者側に立った制度の見直しを。（昨年も要望しているが、同じ内容で改めて要望）

大
西
町
長
に
要
望
書
を
手
渡
す
髙
松
議
長

（
９
月
18
日
）



え
り
も
町
職
員

保
健
師

北
村

穂
乃
佳
さ
ん
（
25
）

き
た
む
ら

ほ

の

か

▼
え
り
も
町
に
就
職
を
決
め
た

理
由
は

保
健
師
を
目
指
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
え
り
も
町
で
の
生
活

に
戻
り
、
初
心
に
立
ち
返
っ
て

自
分
の
目
標
や
大
切
に
し
た
い

こ
と
を
見
つ
め
直
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

実
際
に
働
い
て
み
る
と
、
地

元
で
も
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

そ
の
奥
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

町
の
規
模
に
関
係
な
く
、
皆

さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
経

験
を
持
っ
て
い
て
関
わ
る
こ
と

が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

▼
帰
郷
し
て
感
じ
た
こ
と
は

一
人
ひ
と
り
が
明
る
く
元
気

で
、
小
さ
な
町
な
が
ら
お
祭
り

の
よ
う
な
活
気
が
あ
り
、
そ
れ

が
え
り
も
町
の
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。

年
齢
や
立
場
に
関
係
な
く
意

見
を
出
し
合
い
、
町
を
よ
り
良

く
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

私
も
住
民
の
一
員
と
し
て
町

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
現
在
の
仕
事
内
容
は

生
活
支
援
や
健
康
確
認
が
必

要
な
方
へ
の
訪
問
、
リ
ハ
ビ
リ

同
行
な
ど
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
を
中
心
に
、
乳
幼

児
健
診
や
成
人
保
健
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
え
り
も
カ

フ
ェ
」
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
「
百

歳
体
操
」
な
ど
地
域
の
集
い
に

も
参
加
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。

▼
趣
味
や
好
き
な
こ
と
は

旅
行
、
登
山
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

料
理
が
好
き
で
す
。
散
歩
な
ど

で
少
し
で
も
体
を
動
か
す
と
気

分
転
換
に
な
り
、
興
味
の
あ
る

こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
仕
事

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
「
や
り
た
い

こ
と
は
今
の
う
ち
！
」
と
心
に

決
め
行
動
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

上
司
や
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

学
び
、
保
健
師
と
し
て
一
人
立

ち
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
笑

顔
で
活
発
な
人
に
な
れ
る
よ
う
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
そ

の
経
験
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
皆
さ

ん
と
共
有
し
て
笑
い
あ
え
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
え
り
も
町
民
へ
一
言

訪
問
先
で
の
笑
顔
が
私
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
が
元

気
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
、
保
健
師
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
80
年

の
今
年
、
憲
政
史
上
初
め
て
の

女
性
総
理
が
誕
生
し
、
国
政
は

大
き
く
動
き
ま
し
た
。

国
民
本
位
の
国
政
運
営
に
全

力
を
傾
け
、
そ
し
て
、
一
刻
も

早
い
物
価
高
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

穏
や
か
な
年
明
け
と
な
っ
た

２
０
２
５
年
も
残
り
２
か
月
と

な
り
ま
し
た
。

１
年
経
つ
の
が
本
当
に
早
い

と
思
っ
て
い
る
の
は
筆
者
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

果
た
し
て
来
年
は
ど
の
様
な

年
に
な
る
の
か…

。

来
る
べ
き
２
０
２
６
年
が
皆

様
に
と
っ
て
幸
多
く
、
笑
顔
の

あ
ふ
れ
る
世
の
中
に
な
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
嵯
峨
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ この人に聞く ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

竹
内

孝
文

副
委
員
長

上
野

陽
司

委

員

大
坂

庄
吉

中
野

公
浩

嵯
峨

直
樹

大
場

文
裕

議 会 の 動 き

９月８日
全員協議会
議会改革委員会
産業民生常任委員会

10日 議会運営委員会

18日
全員協議会
第５回定例会 ～19日
決算特別委員会 ～19日

24日 総務文教常任委員会

26日 えりも中学校躍動祭（議長）

１０月５日 えりも海と山の幸フェスティバル（議長）

６日 広報広聴常任委員会（20日）

10日 日高地区森林・林業・林産業活性化推進議
員連盟連絡会役員会・総会（日高町）

15日 二常任委員会合同所管事務調査 ～16日

16日 第６回臨時会

23日 産業民生常任委員会行政視察 ～24日

27日 イキイキ森林づくり

30日 総務文教常任委員会行政視察 ～31日

2000年、えりも町に生ま
れる。
えりも高校を卒業後、札
幌市立大学に入学し保健
師免許を取得。
大学卒業後は他町で保健
師として経験を積み、今
年７月よりえりも町役場
保健福祉課にて保健師と
して活躍中。

「えりもカフェ」の来場者に笑
顔で接する北村さん


